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発表の流れ
1 史上最大質量かつ超高速プロミネンス噴出の検出 (研究 1)

Inoue, Maehara, Notsu et al., 2023, ApJ, 948, 9

せいめい望遠鏡 (可視分光), TESS (可視測光) を使用.

V1355 Orionis (RS CVn type) において発見.

2 史上最大のエネルギー規模のスーパーフレアの観測 (研究 2)

Günther, Inoue, Enoto et al. in prep

せいめい望遠鏡, SCAT (可視分光), LEIA, NICER, Swift (X線) を使用 1.

HD251108 (RS CVn type?) において発見.

3 XRISM時代における恒星磁気活動と惑星形成 (将来計画)

これまでの晩期型星の研究で得た知見を活かし, 前主系列星へ.

せいめい望遠鏡 (可視分光) と次期 X線天文衛星 XRISM (X線) を連携.

へびつかい座星形成領域 L1688を観測予定.

1本発表では日本チームが観測と解析を主導したせいめい, SCAT, NICER の結果を中心に紹介.
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研究背景 (研究 1): フレアと質量噴出
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プロミネンス噴出を示すHα線の非対称成分
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太陽観測 恒星観測

太陽・恒星フレアはプロミネンス 2 噴出を伴う.

噴出したプロミネンスはコロナ質量放出 (CME)に発展し, 惑星環境に多大
な影響を与え得る. (宇宙天気現象)

恒星フレア中に観測される H�線の非対称成分はプロミネンス噴出に起因す
ると考えられる. が, 脱出速度を超過した例はほぼなし.

2コロナ中の温度 10,000 度のプラズマ.
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